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令 和 ７ 年  第 ７ 回  加  須  市  教  育  委  員  会  定 例  会  会  議  録 

招集の日時   令和７年７月２５日          午後１時３０分 

招集の場所   教育委員会室 

開会の日時 令和７年７月２５日          午後１時３５分 

閉会の日時 令和７年７月２５日          午後２時４０分 

出席者の氏名 
小野田誠教育長、遠藤康江教育長職務代理者、猪股富美子委員、秋山哲也委員、

松永修委員、片山上総委員 

欠席者の氏名  

会議に出席した者 

の氏名 

斉藤千恵美生涯学習部長、中島高広学校教育部長、田村禎子こども局長兼学校

教育部理事、矢部良貴教育総務課長、鈴木大輔魅力ある学校づくり推進室長、

蓮見晴美生涯学習部参事兼生涯学習課長兼加須文化・学習センター館長兼北川

辺郷土資料館長、松井美紀図書館課長兼加須図書館長、髙橋一也学校教育課長

兼指導主事、田中浩学校教育部参事兼学校給食課長兼加須学校給食センター所

長、柳田久弥生涯学習課主幹、秋山天学校教育課主幹兼指導主事、大場由美す

くすく子育て相談室主幹兼こども家庭センター総括支援員、渡邉圭佑魅力ある

学校づくり推進室主査、杉田勝魅力ある学校づくり推進専門員兼学校教育課教

育専門員、岡田正道教育総務課主幹 

会期日程 第 １ 会議時間の決定 

 第 ２ 会議録署名委員の指名 

 第 ３ 前回会議録等の承認 

 第 ４ 第３１号議案 加須市立集会所運営委員会委員の委嘱又は任命につい

て 

 第 ５ 第３２号議案 加須市立図書館協議会委員の委嘱又は任命について 

 第 ６ 協議事項 令和８年度埼玉県学力・学習状況調査への参加意向等

及びデータ（過年度分も含めた匿名化を行わないデー

タ）の提供について 

 第 ７ その他  

発言者 会議の概要 

小野田教育長 ただいまから、令和７年第７回加須市教育委員会定例会を開会します。 

本日の議事日程につきましては、別紙のとおりでございますので、ご了承願い

ます。 

 

会議時間の短縮を図るため、事務局は各資料の説明について、簡潔明瞭に行っ

てください。 

 

 本日は、傍聴希望者はございません。 

 

 【日程第１ 会議時間の決定】 

小野田教育長 日程第１ 会議時間の決定についてでございますが、本日の日程がすべて終了
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するまでとすることでよろしいでしょうか。 

（異議なしとの声あり） 

 

それでは、会議時間は、本日の日程がすべて終了するまでといたします。 

 

 【日程第２ 会議録署名委員の指名】 

小野田教育長 日程第２ 会議録署名委員の指名について、今回は松永委員にお願いいたしま

す。 

 

松永委員  はい。 

 

 【日程第３ 前回会議録等の承認】 

小野田教育長 令和７年第６回定例会の会議録については、事前にお配りしてございます。 

会議録の内容について何かご質疑、ご意見等ございますか。 

 

小野田教育長 ご質疑、ご意見等ないようですので、令和７年第６回定例会の会議録について

は承認ということでよろしいでしょうか。 

 

（異議なしとの声あり） 

 

それでは、承認とします。 

 

小野田教育長 日程第４第３１号議案「加須市立集会所運営委員会委員の委嘱又は任命につい

て」及び日程第５第３２号議案「加須市立図書館協議会委員の委嘱又は任命につ

いて」は、個人情報を含む案件及び人事案件であることから、加須市情報公開条

例第７条第１項第２号及び第４号の非公開情報にあたります。 

 

よって、日程第４及び日程第５は、加須市教育委員会会議規則第３条第５項に

基づき、会議を非公開とすることでよろしいですか。 

 

（よろしい との声あり） 

 

小野田教育長 それでは、これより会議を非公開といたします。 

 

 【日程第４ 第３１号議案「加須市立集会所運営委員会委員の委嘱又は任命につ

いて」】 

 （全員賛成により原案可決） 

 

 【日程第５ 第３２号議案「加須市立図書館協議会委員の委嘱又は任命につい

て」】 

 （全員賛成により原案可決） 

 

小野田教育長 これより会議の非公開を解きます。 

 

 【日程第６ 協議事項「令和８年度埼玉県学力・学習状況調査への参加意向等及

びデータ（過年度分も含めた匿名化を行わないデータ）の提供について」】 
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小野田教育長 日程第６ 協議事項「令和８年度埼玉県学力・学習状況調査への参加意向等及

びデータ（過年度分も含めた匿名化を行わないデータ）の提供について」を協議

します。事務局より説明させます。 

 

髙橋学校教育課長兼

指導主事 

・令和８年度埼玉県学力・学習状況調査への参加意向等及びデータの提供につい

て説明 

 

小野田教育長 以上説明がありました。これより協議を行います。 

ご質疑、ご意見等ございますか。 

 

猪股委員 今回の意向調査に回答することで、県のホームページに調査結果が公開され、

市町村のホームページではそこにリンクを貼って公表することになるのでしょう

か。 

 

小野田教育長 この調査は、学校毎ではなく加須市の結果を県のホームページで公開してもよ

いかどうかであり、市町村のホームページや学校で結果を公表するかどうかは、

教育委員会や校長などの実施主体が判断して公開することとなります。 

 

小野田教育長 他にございませんか。 

それでは、協議を終わりにいたします。 

 

 【日程第７ 「その他」】 

小野田教育長 日程第７ 「その他」でございます。 

諸般の報告をさせます。 

斉藤生涯学習部長より順次報告をいたします。 

 

斉藤生涯学習部長 

 

・学校運営協議会委員を対象とした「加須市魅力ある学校づくり基本方針（案）」

説明会の結果報告について 

・基本計画策定支援業務に係るプロポーザルの実施について 

 

中島学校教育部長 ・中学生ボランティアリーダー研修会について 

・部活動の熱中症対策について 

・夏休みの開始について 

・初任者や若手教員の状況について 

 

田村こども局長兼学

校教育部理事 

 

・ヤングケアラー訪問支援事業について 

 

小野田教育長 次に、本日配布した資料について、担当課長から説明をいたします。 

 

矢部教育総務課長 ・専決処分の報告について説明 

 

小野田教育長 事前配布資料も含め、何かご質疑、ご意見等ございますか。 

 

猪股委員 ヤングケアラー訪問支援事業において、従来の支援と異なり支援の対象がこど

も本人となります。こどもは親の前では困り感や悩みを伝えることが難しいと思
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いますので、どのように支援員が助言したり支援したりするのでしょうか。 

また、教育委員会の中に学校と連携する窓口はできるのでしょうか。 

 

田村こども局長兼学

校教育部理事 

ヤングケアラー訪問支援事業と今までの事業との違いは、実際に家事の支援を

するところです。実際に訪問して家事を行うのは社会福祉協議会のヘルパーとな

りますので、緊密に子育て支援課、すくすく子育て相談室と連携しながら対応を

してまいります。 

要保護児童対策協議会の対象となる家庭を対象としているため、すでに関わり

のある家庭であり、社会福祉協議会と連携して支援しながら、どういう支援が可

能か検討していくこととなります。 

学校との連携については、要保護児童対策協議会に学校も入っているため、連

携を図りながら支援してまいります。 

 

猪股委員 支援を受けたことでヤングケアラーの課題が解消されたり、前より良くなった

りしたということを、こども本人に評価させてほしいと思います。 

 

松永委員 ヤングケアラー訪問支援事業の根本的な目的は、家庭の状況の解決になると思

います。学校での生活の様子や出席状況、学習への取り組みなどが重要な情報に

なると思いますので、学校と十分に情報を共有しながらその状況を把握してほし

いと思います。 

 

遠藤教育長職務代理

者 

夏休みになり、こどもたちが学童保育にタブレットを持ってきます。問題がゲ

ーム方式になっていて、前のめりになり夢中になっています。家庭でもゲームを

しているので、目のことが心配になります。 

 

中島学校教育部長 姿勢の問題は学校では注意できますが、意識のない家庭で放置されると、こど

もたちの内斜視の問題もあり、家庭への注意喚起が必要となっています。 

これからの時代は、スマートフォンやタブレットなどなしでは社会生活が送れ

ないため、それらを与えてどのように使うか、リテラシーと使い方の教育が必要

となっています。 

 

小野田教育長 それでは、報告を終わります。 

 

小野田教育長 以上で、令和７年第７回定例会の議事日程は、終了といたします。 

令和７年度第８回定例会は、８月１８日（月）に開会しますので、よろしくお願

いします。 

これをもちまして、令和７年第７回加須市教育委員会定例会を閉会といたしま

す。 
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上記、会議の顛末を記載し相違ないことを証明するため、ここに署名する。 

 

令和７年８月１８日 

 

 

            教 育 長  小野田 誠 

 

 

           委   員  松永 修 

 

 

           書  記  岡田 正道 

  

 

    


